
 

 

 

 

第 34回雪シンポジウム in柏崎を開催 

 

今年で 34回目を迎える雪シンポジウムを、11年ぶりに柏崎市で開催します。 

全体テーマを「雪が降る。知恵が積もる。」とし、雪国が抱える課題を踏まえ、雪

を利用した活力あるまちづくりと、より明るい雪国文化の創生を目的に行います。 

 

 

シンポジウムの概要 

1 日 時 平成 30年 11月 8日（木曜日）午後 1時 30分～5時 

 

2 会 場 柏崎市産業文化会館 １階文化ホール 

 

3 内 容 ■基調講演 

        テーマ 最近の雪の降り方と雪害の特徴 

        講 師 上石
かみいし

 勲
いさお

さん（（国研）防災科学技術研究所 

                       雪氷防災研究センター長） 

      ■リレートーク 

        「屋根雪おろし時の安全対策」 

          田邊
た な べ

 健太郎
けんたろう

さん（新潟県総務管理部地域政策課 

                       雪対策室 政策企画員） 

        「雪国の課題解決に向けてイノベーションを起こそう」 

          諸橋
もろはし

 和行
かずゆき

さん （（公社）中越防災安全推進機構 

                       地域防災力センター長） 

        「地下の熱エネルギーを使ってみよう」 

          坂東
ばんどう

 和郎
かずろう

さん （新潟県地中熱利用研究会 

技術副委員長） 

        「柏崎市鵜川地区の雪室貯蔵の魅力」 

          佐藤
さ と う

 栄一
えいいち

さん （新潟工科大学工学部 教授） 

 

  4 申し込み 10月 12日（金）までに参加申込書を、ファクス・Eメール・郵送 

で企画政策課へ。 

― 記者会見資料 5 ― 

平成 30年 10月 3日 

企画政策課 

TEL 21-2321 
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